
















































を舞台とした能	 藤島秀隆／加賀宝生について	 渡邊容之助／狂言の鑑賞	 野
村祐丞／能面について	 田邊三郎助／能装束について	 山川曉／鬘帯・腰帯・









































































































目考に掲載された資料を用いる。〈百万〉の場合はその 12，寛正 6 年（1465）3 月 9
日の「将軍院参の際観世演能」（『親元日記』）が現在知られる最古の演能記録である。











後者の奥書の年次が応永 30 年であり，前者を 4 年さかのぼる。〈百万〉の諸本は，『国
書総目録』（岩波書店，1963～1976）「能の本」の項によれば，観世元忠宗節節付本（天











となる。前掲『能楽源流考』所載の演能記録 393 種（永享元年～慶長 7 年（1602））
の内，〈百万〉の記載は 47 回を数える。これは〈高砂〉の 87 回，〈熊野〉の 70 回，〈呉
服〉の 67 回，〈猩々〉の 63 回，〈老松〉〈山姥〉の 59 回，〈江口〉〈源氏供養〉〈三輪〉
の 50 回，〈松風〉の 48 回に次ぎ，〈杜若〉〈自然居士〉に並ぶ高い人気を示している。
この傾向は〈百万〉に限っては大きな変化はなく，たとえば明治 34 年以来 100 年間
の番組 1351 点を集めた『金沢能楽会百年の歩み』上（金沢能楽会，2000）で見ても，
〈百万〉の 38 回は〈羽衣〉の 58 回，〈杜若〉の 54 回，〈小鍛冶〉の 53 回などに次ぐ
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